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現在までの進捗、達成状況

 日本全国におけるDRの需給シミュレーション（グリッドイ
ンテグレーション）モデルの構築
• 電気自動車（EV）
✓ EV化ポテンシャル推計

道路交通センサス調査結果に基づき日本の自動車の走行量及びパターン作成
✓ EVモデルの構築、2030年の電力需給における経済性・再エネ抑制量緩和効果の評価

• HP給湯機、その他家電

 DR住宅モデルの構築
• HP給湯機、定置式電池、EV
• マルコフ連鎖モンテカルロ法を用いたEV走行・電力需要ランダム発生モデル

の構築
• 前日予測・計画、当日運用からなるフロー、HEMSデータを用いた経済性評価

 消費者のDR受容性
• 電化やDRに対する消費者受容性に関する検討について、HEMS設置世帯や、

沖縄県宮古島市にてフィールド調査および社会実験を実施
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HEMSデータの収集

3

HEMSデータ 約2000世帯

エネルギー診断
約800世帯へ送付

HEMSデータの収集

スマートメータデータ

PV

給湯

空調

その他

HEMSデータの分析収集・追加調査

簡易診断
（対家庭）

スマートエネルギー診断 教師
データ

として利用

2) DR資源の検討

3) スマメ情報の活用のためのHEMSデータ活用(主用途分離）

1) 電力消費構造の把握

診断内容・送付手段
の検討

給湯・空調・乾燥のDRポ
テンシャル推計

系統運用・DR
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需要部門（DR）のモデル化

発送電領域

➢ 系統需給シミュレーション
➢ 燃料費最小化
➢ 調整力確保
➢ 予備力確保

系統用蓄電池

➢ 需要家EMSシミュレーション
➢ 電力料金最小化
➢ 効用の確保

アグリゲータ

住宅・ビル
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EV 需要家
蓄電池

発送電領域

系統用蓄電池

アグリゲータ

住宅・ビル

EV 需要家
蓄電池

➢ 系統需給シミュレーション
➢ 燃料費最小化
➢ 調整力確保
➢ 予備力確保
➢ 効用の確保

系統全体におけるDRの価値評価

需給統合型需給分離型

DR
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EVインテグレーションシミュレーション：
自動車走行モデル

クラスタ割合
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自家用個人EVクラス
タ別走行パターン

稼働車のみの平均走行距離は、平日24.8㎞/日、休日27.6㎞/日
平休日とも稼働車の6～7割の車は平均15㎞/日以下のクラスタ（CL1）に分類
OD調査における自家用個人使用車の非稼働車の割合は平日37%、休日が49%
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EVインテグレーションシミュレーション：
自動車走行モデル
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EVインテグレーションシミュレーション：
日間運用結果（全国、5月8日）
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住宅DRモデルの構築

• エコキュート、定置式電池、EV
の住宅向けモデルを構築

• EV走行パターン、需要パターン
のランダム作成ツール作成

• 前日予測・計画、当日運用から
なるフロー、HEMSデータを用
いた経済性評価

EV
蓄電池

HP給湯機

PV

系統

電気料金・売電価格
DR量・潮流

PV発電量

EV走行量
在・不在
SOC状態

給湯需要
貯湯槽状態

SOC状態

電力需要
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宮古島市におけるフィールド調査

宮古島市島嶼型スマートコミュニティ実証事業

島内の太陽光発電や風力発電など再生可能エネルギーを最大限効率的に利用することを
目的として、全島の電力需要の状況を明らかにしつつ、電力消費の見える化や電力需要の
制御などにより、エネルギーの面的なマネジメントを実現するシステムを構築するととも
に、将来にわたって、地域の主体による運営が可能な体制の構築を目指す。
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宮古島市における進捗状況

電化・DRの消費者受容性に関する予備調査
HEMS設置551世帯のうち、約20世帯に訪問ヒアリング調査

（H30年1月29日～2月4日）

市営住宅 40棟 198戸 PV＆エコキュート導入
株式会社 宮古島未来エネルギー にて実施
H30年9月3日 入居者説明会、
H30年10月15日 応募締切、
年度内設置完了／運用開始予定

電化・DRの消費者受容性に関する全島郵送調査
宮古島市 約25,000世帯へ、郵送調査
H30年11月26日～12月8日配布完了
→12月26日回答〆切
H31年1月 回収完了、集計＆分析

市営住宅 PV＆エコキュート導入世帯へのヒアリング調査
H31年4～5月予定
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残り1年半の予定

• グリッドインテグレーションモデルのパラメー
タ解析

• 住宅モデルの完成、シミュレーション

• 家庭電力需要及び自動車走行パターン作成ツー
ルの外部提供

• 電化やDRの消費者受容性向上のための
説得や理解のためのコミュニケーション方法の
検討
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他チーム、他グループとの連携状況

• 下田研究室と給湯用電力消費量のモデル化につ
いて、HEMSのデータを反映させ、モデル改良
を実施

• 下田研究室給湯需要約10000件を用いて全国の
DRポテンシャルを推計、グリッドインテグ
レーションモデルのインプットデータに。
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論文発表、プレス発表等の状況
⚫ A comparison of the effects of energy management using heat pump water heaters and batteries 

in photovoltaic -installed houses, Yumiko Iwafune, Junichiro Kanamori, Hisayoshi Sakakibara
Energy Conversion and Management, Volume 148, 15 September 2017, Pages 146-160

⚫ Energy-saving effect of automatic home energy report utilizing home energy management system 
data in Japan, Yumiko Iwafune, Yuko Mori, Toshiaki Kawai, Yoshie Yagita
Energy, Volume 125, 15 April 2017, Pages 382-392

⚫ High-Resolution Determinant Analysis of Japanese Residential Electricity Consumption Using 
Home Energy Management System Data, Yumiko Iwafune, Yoshie Yagita, 
Energy and Buildings, Vol. 116, pp274-284, 15 March 2016

⚫ Cooperative home energy management using batteries for a photovoltaic system considering the 
diversity of households, Yumiko Iwafune, Takashi ikegami, Joao Gari da Silva Fonseca Jr., Takashi 
Oozeki, Kazuhiko Ogimoto
Energy Conversion and Management, 96, 322-329 (2015)

⚫ 電力系統の需給バランスのための住宅用 PV-EV システムの評価, Mustapha AACHIQ・Joao 
Gari Silva Fonseca Junior・大関 崇・岩船由美子, 電気学会論文誌Ｂ , Vol.135(1), 27-
34,(2015)

⚫ 建物配置を考慮した地区におけるエネルギーシステムの評価手法の構築,  渡邊裕美子・岩
船由美子, エネルギー・資源, Vol.36，No.4，pp. ( 2015)
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論文発表、プレス発表等の状況

⚫ “ヒートポンプ給湯機及び電気自動車のデマンドレスポンスのアグリゲーションモ
デルの検討”、岩船由美子、荻本和彦、東仁、下田吉之、松岡綾子、平成30年電気
学会全国大会、2018年3月

⚫ “電気自動車の実走行データに基づくデマンドレスポンス効果の定量的評価”、荻本
和彦、岩船由美子ほか、第37回エネルギー・資源学会研究発表会、2018年6月

⚫ “2050年の電気自動車走行需要に関する検討”、岩船由美子、荻本和彦、宇田川佑介、
第37回エネルギー・資源学会研究発表会、2018年6月

⚫ “スマメデータ・EMSデータの分析手法と省エネサービスへの活用：住宅用スマート
メータを活用した給湯及び空調消費量推計手法の検討”、岩船由美子、河合俊明、
森裕子、第37回エネルギー・資源学会研究発表会、2018年6月

⚫ “電化やデマンドレスポンスに対する消費者受容性に関する検討”、八木田克英、岩
船由美子、亀濱千比呂、比嘉直人、第37回エネルギー・資源学会研究発表会、2018
年6月

⚫ “HEMSデータを活用した家庭用エネルギー診断の累積効果”、八木田克英、岩船由美
子、第5回気候変動・省エネルギー行動会議、2018年8月


